
農業経営者のあなたへ 

 

 

 

 

 

お金をもらいながら、人を育てる方法とは？ 

 

ご存知ですか？・・・農の雇用事業という制度を！ 

国が行っている“ありがたい助成金”がもらえる仕組みなのですが、多くの農業経営者が活用できていな現

実があります。その理由は、ただ単に「めんどくさい」「よくわからない」というものばかりで・・・実にもったいな

い話です。 

 

多くの農業経営者が「めんどくさい」「よくわからない」 

 

申し遅れました。私は、社会保険労務士の「松本みつはる」と申します。 

茨城県で経営者を支えることを使命とし活動。近年では、『社労士農業支援専門家チーム』を主宰し、農業

経営をサポートしております。そんな私から提案がございます。ぜひ、返済不要の現金給付である公的な助

成金制度に目を向けてください！農業者専用の助成金「農の雇用事業」。もらわなきゃ損です。他の業界向

けの助成金に比べても、圧倒的にありがたい内容になっています。 

 

専門家として言わせてもらえれば「もらわなきゃ損」です！ 

 

簡単に、農の雇用事業を解説しましょう。（役所の募集チラシを同封） 

助成金額は年間最大１２０万円、最長期間が２年ですから、２年で最大２４０万円にもなります。新規の就農

者を雇用した農業経営者を助けるための助成金です。ただ難しく考えないでくださいね。国としたら、農業の

未来を担う人材がどうしても不足しているので、経営者のあなたに協力を求めている話なのです。国はこん

なメッセージを込めてリリースしています。「あなたが新人を採用し育成するために、国がその経費を代わりに

負担します。なので、あなたの経験や技術を与えてやってください！」ズバリ、これが国の狙いです。 

 

２年で最大２４０万円、農業経営者を助けるための制度 

 

でも、「うちには無理なのでは？」…とお考えですよね。未経験の方は皆、そう考えます。ムリもありません。 

国の助成金制度ですから、それなりに書類をたくさん準備する必要がありますし、さらには、応募の流れを理

解して期日通りに、採択審査→支給申請を行わねばなりません。多くの経営者が諦めてしまっている原因が、

ここにあります。「本業の農業が忙しいので書類なんてやっていられない」というのが本音でしょう。 

 

多くの経営者が「忙しくて書類なんてやっていられない」と・・・ 



そこで今年度より、あなたの第一歩を応援するために、「農の雇用事業」を手取り足取りサポートする支援体

制を準備しました。具体的にいうと、無料相談会を開催し、その場で疑問にお答えします。そして、業務とし

てご要望があれば、書類の作成サポート、提出代行までの支援をご用意しました。昨年度中は、無料相談

会を様々なテーマで 12回開催し、たくさんの相談者の方々に笑顔でお帰りいただきました。 

 

無料相談会を開催！ 書類の作成サポート、提出代行まで！ 

 

私は、助成金を受給させるために、６年間のべ 150 名以上の経営者のお手伝いを行ってきました。直近の５

年間の受給額累計は１億６千万円を超えます。この経験からわかったことがあります。助成金は「経営者を幸

せにする」という事実。実際にもらってみると、経営者の表情は変わります。笑顔だったり、安どの表情だった

り、時には涙まで。日頃から資金繰りや人の問題で悩みが尽きず、ストレスいっぱいで切り盛りしている中で、

国からの現金が数 10 万円、数 100 万円単位でドカンと口座に入金されます。額面がほぼそのまま利益。だ

からこそ、通帳をみて何とも言えない幸せな気持ちになれるのです。返済不要の現金給付の威力は強力で

すよ。日頃の苦労が、ちょっとだけ癒される・・・支援者である私も同じ気持ちになれ、「この社長のお手伝い

をしてよかった！」と仕事にやりがいを感じる瞬間です。 

 

国からの現金が数 10万円、数 100万円単位でドカンと口座に入金 

そんな経営者の仲間入りをしませんか！…これが私からの提案です。 

 

今回、完全無料の相談会を企画しました。別紙のお申込みフォームで簡単に予約できます。 

どんな質問・相談でも喜んでお伺いします。初歩的なことでももちろん OK。 

今年度の農の雇用事業の募集期間はすでに発表されておりますが、なるべく早期に動く必要があります。

募集期間を逃すとアウトとなります。ご注意を！それでは、あなたとのご縁を楽しみにしています。 

 

いますぐ、申込フォームで FAX：029-212-5112へ 

 

１、「農の雇用事業」について何でもご相談いただけます 

２、そもそも助成金がはじめての方でも基本からお伝えします 

３、約１時間を完全無料で開放 

４、完全予約制で先着順に締め切り 

５、その後、仕事を依頼する、しないは一切問いません。ご気軽に！ 

 

 

社会保険労務士 松本光治 
＞追伸＞ 

松本とは何者か？ どんな専門家なのか？ 

ぜひ同封の弊所ニュースレターをご覧くださいませ。役立つ情報など好評です！ 


